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1. 検閲の変遷 —第 1次世界大戦から第 2次世界大戦へ— 
第 1 次世界大戦期に検閲の現場を経験したポール・アラールは、Paris-Soir 紙が




年 8 月 5 日法）にみている4)。この法律は「政府あるいは司令部によって提供される
 
1) 本研究は、執筆者が研究代表者を務める平成 31 年度科学研究費補助金基盤研究
(B)「ドイツ占領下フランス南部における定期刊行物と検閲制度についてのアーカイ
ブ研究」（課題番号：19H01245）によるものである。 
2) Paris-Soir, Dimanche, 23 juillet, no 134, 1938, p. 8. 
3) « LOI relative à l’état de siège — réprimant les indiscrétions de la presse en temps de 
guerre », dans Journal Officiel de la République Française, 46e année, no 213, 6 août 1914,  
p. 7131. 
4) Olivier Forcade, « Censure, secret et opinion en France de 1914 à 1919 », dans Matériaux 
 
 





しかし、開戦に向けて法整備が進められるなか、1914 年 8 月 2 日付の Journal 
















月 29 日法の第 4 条、1875 年 12 月 9 日法、1892 年 3 月 19 日法などがそれであるが、
それらはすべて通信の自由を制限する権限を政府が保有していることを示す根拠と
して言及されている。 
以上のことから、第 1 次世界大戦期の検閲制度は、1914 年 7 月 31 日の政令から施
行されたと考えるのが妥当であろう。しかし、政令によって一挙に検閲制度が始ま
 
pour l'histoire de notre temps, Année 2000, no 58, pp. 45-53. DOI : 10.3406/mat.2000.404249 
5) J.O., 46e année, no 213, 6 août 1914, p. 7131. 
6) « Décret relatif au fonctionnement de la télégraphie et de la téléphonie en France et en 
Algérie», dans J.O., 46e année, no 209, 2 août 1914, p. 7064. 
7) « Décret interdisant l’usage du langage convenu et des langues étrangères pour la rédaction 
des télégrammes privés », dans ibid., pp. 7064-7065. 
8) Ibid., p. 7065. 
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ったのではなく、通信の自由を制限し情報統制を実施する法令は第 3共和制下ですで
に施行されており、それらに基づきつつ電信・電話といった最新技術にも適用させ




東、グルネル通り 103 番に開設された「電信センター Central Télégraphique」でおこ
なわれていた9)。電信センターが開設された建物の反対のグルネル通り 110 番にはマ



















9) Marcel Berger et Paul Allard, Les Secrets de la Censure pendant la guerre, Éditions des 
Portiques, Paris, 1932, p. 9. ただしこの呼称は一定したものではなかったようであり、
« Bureau de la Presse »、« Commission de contrôle »、« Direction générale des relations avec 
la Presse »などと呼ばれることもあったようである。 
10) Ibid., pp. 7-19. 
11) Ibid., p. 10. 
12) Ibid., pp. 68-94. 
 
 









1939 年 9 月 3 日のドイツにたいする英仏両国の宣戦布告を前にして検閲制度をフ
ランスが導入したのは開戦前にまで遡らねばならない。ベルナール・ボクネは、第 3
共和制下において戦争省から 1932年 9月 26 日付で出された通達がピレネー＝アトラ
ンティック県文書資料館に残されていることを指摘している13)。ボクネの報告によ













この通達のなかではじめて登場するのが« service général d’informations »という一般
名詞である。このことばは第 2次世界大戦期に情報統制を統括する部署として設立さ
れた Service Général d’Informations（以下、S.G.I.）という組織の呼称としても用いら
 
13) Bernard Bocquenet, La Censure en Béarn sous Vichy, thèse doctorale soutenue le 8 
décembre 2017 sous la direction de Laurent Jalabert, professeur d’histoire contemporaine à 
l’université de Pau et des pays de l’Adour (ITEM- EA 3002), p. 29. 
14) Ibid., p. 29. 同通達は 1933年 8月 7日付けの通達で改定されている。 
 
 






















るのは、1938 年 4 月の国会の議論で戦時の国防体制を整備する法案に関するアルベ
ール・ルブラン大統領の答弁のなかにおいてであった15)。国会での議論が進められ






15) J.O. Débats parlementaires. Chambre des députés : compte rendu inextenso — 32e séance, 
no 31, le 25 mars 1938, p. 955. Cf. «Art. 57 de la “ Loi sur l’organisation générale de la nation 
pour le temps de guerre ” », dans J.O., 13 juillet 1938, p. 8337. 
16) Bernard Bocquenet, op. cit., p.31, note 74. 
 
 






4 月に議論された法案は 1938 年 7 月 11 日付で「戦時における国家の全体的組織に
関する法律」（以下、「国防法」）として上下両院での投票に付されて可決され、
1938年 7月 13日付の J.O.で公布される。官報での発表を受けて Paris-Soir紙と La Loi
紙が同法の成立を記事にしている。La Loi紙は法曹の業界紙ということもあり、1938
年 7 月 29 日付の第一面で特段の注釈などをつけることもなくこの新たな法律の全文
を事実として掲載するにとどまっている。それとは反対に Paris-Soir紙は 1938年 7月
23 日付の第 8 頁の全面を使って« La Censure »と題する特集を組んでいる18)。同記事
は既に紹介したポール・アラールの協力によって実現されたものであり、来たる検
閲体制の有効性を称揚するものとなっている。その特集記事では、同法第 57 条にお









を対象としていたのである。言い換えれば、第 2 次世界大戦時の検閲は 1914 年の法
律より包括的で全体的な体制の確立を念頭にして法整備がおこなわれたといえるだ
ろう。 
この 1938 年 7 月 13 日の国防法制定後に S.G.I.に関する報道が確認されるのは、よ
うやく開戦前夜の 1939 年 8 月末になってからにしか過ぎない。夕刊各紙では 8 月 29
日付の紙面で、朝刊紙の場合には 8 月 30 日付で検閲制度が敷かれたことを報じてい
 
17) Ibid., p. 32. 
18) Paris-soir, art. cit. 
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としていたのである。その意味において、1939 年に運用されていた検閲は 1914 年の
制度を組織化しはしたが、基本的な運用においては引き継いでいたのである。 
 






検閲の指示書というのは、« Archives du préfet régional de Lyon durant la seconde guerre 
mondiale 1939-1945 »と題されたカタログで「182W」の分類番号が付された資料であ
る21)。ローヌ県リヨン都市圏文書館が分類番号« 182W »には 1940 年から 1944 年に地
域圏知事の決済を受けた書類を中心に、地域圏の行政に関する書類が多岐にわたっ




19) L’Action française, 32e années, no 241, le 29 août 1939. 
20 ) LOI no 2008-696 du 15 juillet 2008 relative aux archives. [https://www.legifrance. 
gouv.fr/affichTexte.do?cidTexte= JORFTEXT000019198529]  
21) Philippe Rosset dir., Archives du préfet régional de Lyon durant la seconde guerre 
mondiale 1939-1945, Archives départementales du Rhône, Lyon, 1998.  https://archives. 
rhone.fr/media/89b67d8f-e0a2-4946-9605-268ade15719e.pdf（2020年 12 月 10日閲覧） 
22) « Loi concernant les pouvoirs des préfets », dans J.O., no 334, 25 décembre 1940, p. 6258. 
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には« Propagande et Censure »という分類タイトルのもとで資料« 182W 138-156 »が保
存されている。そのうち定期刊行物に関するものとしては資料« 182W 146-153 »があ
るが28)、なかでも資料« 182W 147 »は検閲の指示書が保管されており特筆に値する。 
保管されている指示書は 1943年 12月 1日付の第 505号から始まり 1944年 8月 8日
付の « NOTE D’ORIENTATION DU 8 Août 1944 »と題された指示書まで、全部で 263
葉にのぼる。1 葉ごとに含まれている指示の数は一定しておらず、最初の第 505 号で
は第 505 号 bis のふたつだけが含まれているが、「1943 年 12 月 7 日付 17 時」と記さ
 
23) Philippe Rosset dir., op. cit.,  p. 6. 
24 ) « Loi du 19 avril 1941 instituant des préfets régionaux », Journal Officiel de l’État 
Français, no 112 du 22 avril 1941, p. 1722. および« Décrets du 19 avril 1941 attribuant à 
certains préfets les pouvoirs des préfets régionaux et portant division du territoire pour 
l’exercice de ces pouvoirs », ibid., p. 1723. 
25) Article 2 des « Décrets du 19 avril 1941 attribuant à certains préfets les pouvoirs des 
préfets régionaux et portant division du territoire pour l’exercice de ces pouvoirs », ibid., p. 
1723. 1941年 9月 24 日付で改正されているが大きな変更はない。 
26) Philippe Rosset dir., op. cit., p. 3. 
27) Ibid., p. 5. 
28) Ibid., pp. 24-27. 
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れた指示書には第 509 号から第 511号と第 1390号から第 1391号までの合計 5つが掲
載されている。1943 年 12 月 7 日付の指示書としては別の 1 葉も保管されており、そ













538 号のふたつの指示が含まれており、後者には「1944 年 1 月 1 日付で 1942 年 11 月
25日以降有効となっている暫定指示（« consignes temporaires »あるいは« C.T. »）につ





らかとなる。また、同じ指示の最後には「レイアウトの指示（« les consignes de 





29) « consignes (suite) du 1/1/1944 — 18 heures », ADR : 182W 147. 
30) « consignes [sans date] », ADR : 182W 147 : « 530 bis — À ne pas communiquer aux 
journaux. La reproduction d’une information de La Croix sur les xxxxxxx (sic) libéralités du 
Pape en faveur des victimes de la guerre est interdite. Seul pourra être autorisé un texte diffusé 
par les agences. »  
31) « consignes (suite) du 1/1/1944 — 18 heures », ADR : 182W 147. 
 
 




から疎開してリヨンで発行していた L’Action Française 紙は、1943 年 12 月 22 日付第
300 号で紙面中央右寄りに指示書の文言をそのままタイトルに使った記事を掲載して
いる33)。検閲の地域圏は異なっているものの、同じことは前章で取り上げた La Croix












des Études sur la Résistance intérieure（AERI）が web サイトで公開している« Le 
département de l’Isère entre 1940 et 1950 : Chronologie »と題された資料によると34)、1943
年に入ってイゼール県やかつてのローヌ＝アルプ県ではレジスタンス活動の再編成
が本格化している。攻撃の標的となったのは 1943 年前半においてはドイツ軍よりも
イタリア軍であったが、8 月 30 日にドイツ軍の第 157 師団がグルノーブルに駐留す
ると 9 月初めにイタリア軍が降伏したこともあり、9 月以降はドイツ軍への破壊活動
が本格化している。本稿が対象としている 1943年 12月にイゼール県でおこなわれた
レジスタンス活動は 6件が記録されている。 
そのなかに上述の 12 月 1 日と 2 日にグルノーブル市ボンヌに設営されていたドイ
 
32) « consignes (suite) du 21/12/1943 », ADR : 182W 147. 
33) « L’archevêque d’York primat d’Angleterre confirme le discours antifrançais du maréchal 
Smuts », L’Action française, le 22 décembre 1943, p. 1. 
34) Jean-William Dereymez, « Le département de l’Isère entre 1940 et 1950 : Chronologie », 
le 31 janvier 2005 (dernières corrections apportées le 1er mai 2012. http://museedelaresistance 
enligne.org/musee/doc/pdf/218.pdf（2020年 12 月 10日閲覧） 
 
 
























引用した指示書とは別葉の 12月 7日付の指示書には、第 1391号の第 4番目の項目に
23 時 25 分に情報部からの速報として、警察と治安維持部隊による逮捕が全土で実行
されていることを報じる依頼が出されているのを確認することができる35)。これと
同じ指示は 12 月 9 日 17 時付の第 1392 号の 3 番目など、これ以降の指示書でたびた
び言及されている。しかも、掲載スペースが次第に広く指定されるようになってい
 
35) « consignes (suite) du 7 décembre 1943 », ADR : 182W 147 : « 1391 — 23H25 — 4o/ la 
dépêche OFI : sur 2 col. en tête, la dépêche OFI : la lutte contre le banditisme et le terrorisme. 
Les services de polices et les forces du maintien de l’ordre procèdent à de nombreuses 
arrestations sur l’ensemble du territoire. » 
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ることを考えると、国内におけるテロ行為を非常に警戒していることが推察される。
事実、第 1397号の指示では、12月 5日から 12日の 1週間で 743人がパリで逮捕され
たとの記事を必ず掲載するよう要求しているのを確認することができる36)。また、
第 1404号ではやはり掲載必須の情報として、直近 2週間で 4089名の逮捕者があった
ことを報じるようにも求めている37)。 
ここで用いられている「犯罪テロ行為撲滅運動 « la lutte contre le banditisme et le 
terrorisme »」という見出しは、警察の会議にラヴァル首相が出席して犯罪行為やコ
ミュニストやテロリスト組織の撲滅推進を訴えたことを報じる 1943 年 11 月 12 日付
で初めて用いられているが、1943 年 12 月以降頻繁に新聞各紙の見出しを賑わすこと
になる。第 1392 号の指示に呼応して、南部地域で発行している L’Action française 紙







3. La Croix紙と検閲 
第 2次世界大戦期において非占領地域として当初ヴィシー政権下にあったリモージ
ュの日刊紙  La Croix で記者を務めていたピエール・リマーニュは、1947 年に





11 月 12 日を境目にしてフランス全土へと広げられた。検閲制度についても、特にフ
ランス南部地域における制度を考察する場合には、当初のヴィシー政権による検閲
 
36) « consignes (suite) du 13 décembre 1943 — U7 Heures (sic.)  », ADR :182W 147. 
37) « consignes (suite) du 21 décembre 1943 — 17 heures », ADR : 182W 147. 









とっていた日刊紙であった39)。同紙は Revue de l’Enseignement chrétien というタイトル
でパリにて発行されていた月刊紙を 1880 年 4 月 1 日付で La Croix と改題したのが始









定を締結した 1940 年 6 月にフランス政府と歩調を合わせるかのようにパリを脱出し
ている。そして、有事に備えてかねてから計画していた通り、同紙は編集部をボル
ドーに移している41)。しかしながら、同紙がボルドーで発行したのは 1940 年 6 月 13
日付第 17603 号から 1940 年 7月 1 日付第 17619 号までの 17 号分にとどまる。という
のも、ドイツ軍がボルドーに進軍したからであり、そこから逃れるように同紙編集
部はリモージュに移り、最終的には 1940年 7月 4日付第 17620号より 1944年 6月 21
日付第 18829号まで同地にて発行を続けている42)。 




ウトや字体の変更などと並行して、記事の署名として« N.C. (non conformiste) »や
 
39) Cf. « La Croix », retronews.fr, [https://www.retronews.fr/titre-de-presse/croix]（2020年
12月 3日閲覧） 
40) La Croix, no 1, avril 1880, p. 5. 
41) La Croix, no 17602, le 13 juin 1940, p. 1. 
42) Pierre Limagne, op. cit., p. XII. 
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供されたことを示す« H.O.F.I. »の署名は 1941年 9月に始まり 1943年 2月までに 35の









ばならないが、それでも La Croix 紙にたいする検閲側からの圧力が存在していたこ
とは確かなのである46)。 
さらに、紙面外の圧力の存在についてもリマーニュは証言している。その例とし
て La Croix 紙の主筆であったレオン・メルクラン神父の編集方針がある。リマーニ
ュの主張によれば、メルクラン神父はヴィシー政権による統治開始以来政権への一
切の協力を拒否することを明言していたとされる。しかし、例えばヴィシー政権成
立直後に La Croix紙の第 1面に掲載されたメルクラン神父の記事を読むと、« Travail, 
Famille, Patrie »というペタン流の国民革命への表向きの賛同を確認することができる。 
日刊紙の内容に関わる政治的な圧力は、ヴィシー政権からだけではなくドイツ政
府からしかも 1942 年 11 月 12 日以前にもあったことをリマーニュは証言している。
 
43) Ibid., p. XII. 
44) Pierre Limagne, op. cit., p. XIII.  
45) « L’allocution de Noël de S.S. Pie XII », La Croix, le 16 janvier, 1941, p. 3. 
46) Cf. 注 50)。 
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それによると、ボードリャール枢機卿を通じてリモージュで発行しているLa Croix紙
がパリへ戻ることを提案してきたが、同紙がこれを即座に拒否したため、ドイツ側






として、休戦協定以降の La Croix 紙の編集部がヴィシー政権と占領当局の両方から
の圧力を感じつつ日刊紙の発行を継続していたことは間違いない。 










La Croix 紙について、独ソ不可侵条約が締結され開戦が不可避となった 1939 年 8
月 23 日付第 17351 号からフランスが解放されて La Croix 紙の発行が一旦中断する
1944 年 6 月 21 日付第 18829 号までの期間に事前検閲され削除部分を含んだまま発行
された記事を確認してみると、全体で 34 本の記事に事前検閲の跡を認めることがで
きる。興味深いことに、検閲が明示された記事は 1940 年 8 月末までに集中している。
ドイツとの休戦協定が締結されたのが 1940年 6月 22日であり、ペタン元帥に全権委





47) Ibid., p. XIV. 
 
 














それでも、グルノーブルの事件について 1943年 12月 2日付の記録の最後で簡単な













48) Pierre Limagne, op. cit., p. 1614. 
49) Pierre Limagne, op. cit., p. 1617 : « Nouvel attentat à Grenoble. La caserne de Beaune 
(sic.), où les Allemands avaient, semble-t-il, installé un dépôt de munitions, a sauté ce matin à 
8h 20. Dans le centre de la ville, les vitres qui avaient tenu bon lors de l’affaire d’il y a quinze 
jours ont généralement disparu. Il y a beaucoup de dégâts matériels, beaucoup de blessés et 
sans doute des morts allemands. » 
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La Réalité de la Censure au Sud de France  
pendant la deuxième guerre mondiale 
—Une analyse sur le document «182W 147 » conservé aux Archives 
départementales du Rhône et de la métropole de Lyon — 
 
Shinya SHIGEMI  
 
À quel point la Censure influence des textes pendant la deuxième guerre mondiale ? C’est 
une question facile à poser, mais il est difficile d’y répondre sur la base de preuves positives. 
Nous avons commencé en 2018 un projet de recherches portant sur les archives françaises qui 
conservent des documents relatifs à la Censure pendant la deuxième guerre mondiale, afin 
d’éclairer la réalité de cette dernière dans le Sud de France. Notre dernière enquête nous a appris 
l’existence, aux Archives départementales du Rhône et de la Métropole de Lyon, de 263 feuilles 
de consignes de la Censure dont les dates s’étendent du 1er décembre 1943 au 8 août 1944, 
classés sous la cote « 182W 147 ». 
Si la Censure a été établie à la veille de la seconde guerre mondiale, plusieurs lois et décrets 
avaient été institués à l’occasion de la première guerre mondiale. C’est le ministre de la Guerre 
qui dirige la Censure lors de la dernière guerre, tout comme au moment de la Grande Guerre, 
où on accueille des civils recommandés à la Censure locale par le préfet. En outre, le 
gouvernement de Vichy, en regroupant les départements en 6 régions, il leur délègue certains 
pouvoirs, dans le respect de l’autonomie régionale en fonction de la Censure. 
Le « 182W 147 » regroupe des consignes en provenance de la Censure Centrale destinées 
aux journaux et aux maisons d’édition. Elle leur indique les renseignements à ne pas publier et 
ceux à publier obligatoirement, mais elle conseille aussi la présentation du journal. Une certaine 
liberté est laissée aux éditeurs quant à la présentation, mais le contenu est sous la surveillance 
d’Anastasie. Il y a pourtant des informations qui échappent à ses ciseaux. C’est le cas des 
événements suscités par l’activité de la Résistance. Que l’événement à Grenoble, qui s’est 
déroulé les 1er et 2 décembre 1943, ne soit jamais mentionné dans les consignes, en est une 
preuve.  
Pierre Limagne, ancien rédacteur de La Croix de Limoges, tenait le journal après chaque 
séance d’instruction à la Censure locale. L’événement de Grenoble y est mentionné, quoiqu’il 
le relate d’une façon brève sans donner de détail. Mais cette relation, si simple soit-elle, 
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contraste avec le silence des consignes au sujet de la Résistance. 
Nous espérons que la suite de notre enquête aux Archives nous permettra d’avoir une idée 
plus générale sur la réalité de la Censure pendant la dernière guerre, dont la représentation 
donnée par les seuls documents « 182W 147 » reste lacunaire. Elle servira à mesurer l’influence 
de la Censure à des textes de l’époque. 
